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七条仏所の「三十一世康朝」の銘が確認された作例である。七条仏所三十一代康朝（1759 ～ 1818 年）
は，代々七条仏所の大仏師を継いだ家柄である七条左京家の三十代康傳の子として生まれ，安永 3






中流域にある大江町左沢に拠点を置き，初代の治作（1764 ～ 1824 年頃）から文作（1802 ～ 1868 年），











　新海宗慶（1846 ～ 1899 年）は本名を宗松といい，絵師の黒木華郷の三男として山形六日町に生
まれ，若いころに仏師修業を積んだのちに，慶応 3 年（1867）に仏壇業を営む新海岩吉の娘のもと
に婿入りして仏師業を営んだ。新海宗慶の息子は，明治時代に日本近代を代表する彫刻家として大
成した新海竹太郎（1868 ～ 1927 年）であり，竹太郎もまた山形に在住していた 19 歳まで父宗慶
の仏師業を手伝っていたことが知られている［岡田・宮本 2013］。また一方で竹太郎は，少年期に
林家仏師四代目の治郎兵衛のもとで仏師修業したことが判明している［新海 1981］。父宗慶もまた，















































































































































調査対象 調査番号 分析部位 色 XRF 主要 検出元素 * 推定色材 備考
第五番
RS001 腹部 緑 Cu 岩緑青
RS002 背，上部 緑 Cu 岩緑青
RS003 背面 赤 Hg，Pb 鉛丹，水銀朱
RS004 台座，後ろ 緑 Cu 岩緑青
第六番
RS005 背 青 Ca （藍） Cu 未検出
RS006 右足，履物 赤 Ca 有機物の可能性
RS007 衣 緑 Cu 岩緑青
RS008 衣 赤 Hg 水銀朱
RS009 虎（小物） 黄色 As 石黄
第七番
RS010 衣，後右肩 青 Ca （藍） cf.）RS042
RS011 衣 赤 Hg 水銀朱
RS012 背 緑（濃） As 石黄，（藍） cf.）RS039
RS013 背 赤 Hg，As 水銀朱，石黄
RS014 文様 赤 Ca 有機物の可能性
第八番
RS015 側面，衣 黄色 As 石黄
RS016 衣，右膝 緑 Cu 岩緑青
RS017 衣 赤 Hg 水銀朱
RS018 左，脛 白 Ca 胡粉
RS019 文様 黒 Hg 墨 Hg は地の赤色から
第九番 RS020 衣，裾 （見た目）黒 Pb? （藍） 下層に鉛丹の可能性
第十番
RS021 履物 赤 Pb，Hg 鉛丹，水銀朱
RS022 衣 赤 Hg，（Pb） 水銀朱，鉛丹
第十一番
RS023 衣，左下肢 赤 Hg，（Pb） 水銀朱，鉛丹
RS024 衣，背 赤 Hg，Pb 水銀朱，鉛丹
第十二番
RS025 右太もも 橙 Fe，Ca ベンガラ，胡粉
RS026 衣，文様 水色 Ca Cu 未検出
第十五番
RS027 足の裏 黄色 As 石黄
RS028 台座 赤 Hg 水銀朱 赤漆部分
RS029 台座 緑 Cu 岩緑青
RS030 台座 茶色 Fe ベンガラ
RS031 台座 青 Fe，Cu，（Pb） 岩緑青，ベンガラ 下に茶色
RS032 衣裾 白（下地） Hg，Pb （胡粉） 赤彩色剝れ部分，赤（水銀朱，鉛丹）を含む
RS033 右胸下 薄橙色 Ca, As 胡粉，石黄
RS034 衣，左下肢 赤 Hg，Pb 水銀朱，鉛丹
RS035 衣，右脛 青 Ca （藍） Cu 未検出
RS036 衣，左下肢 緑 Cu 岩緑青
RS037 衣，左足上 金 Ca，Au 金
RS038 衣，右足膝下 紫 Ca，（Au） 有機物の可能性 cf.）RS044
第十六番
RS039 右膝 緑 As 石黄，（藍）
















　御沢仏像は一具 28 体で，このうち 10 体，赤色系 3 か所，橙色系 2 か所，青色系 3 か所，黄色 2 か所，
緑色 8 か所のほか，白，黒，金色など計 21 か所で分析を行った。如意輪観音菩薩像では，光背部
分の白緑色と赤色部分で分析を行った。また，地蔵菩薩像での分析点は，赤色系 2 か所，青色系 2




















　弟子像では 8 体を詳細に観察し，そのうち 7 体において分析を行った。分析点は，赤色 5 か所，




調査対象 調査番号 分析部位 色 XRF 主要 検出元素 * 推定色材 備考
地蔵菩薩
SG001 背中，扉内側 黄色 As 石黄
SG002 衣 赤 Hg 水銀朱
SG003 衣 緑 As，Cu 花緑青
SG004 衣 青色文様 Hg Hg は地の赤色から cf.）SG013
SG005 袂，内側 青 Ca，Fe，Hg ウルトラマリンブルーの可能性
SG006 顔 白 Ca 胡粉
SG007 顔 白 Ca 胡粉
SG008 衣 青紫 Ca，Fe 有機物の可能性
SG009 持物，玉 金色 Fe，Au 金
SG010 衣，脚部 緑 As，Cu 花緑青
SG011 衣，腹部 緑 As，Cu，（Ca） 花緑青
如意輪観音 
菩薩光背
SG101 白っぽい緑 Cu，As 花緑青
SG102 赤 Hg 水銀朱
青面 
金剛童子
SG201 背面，衣 青 Fe，Cu，As 花緑青の混合
SG202 背面，肉身部 緑 Cu，As 花緑青 cf.）SG222
SG203 背面，衣 薄橙色 Pb，As，Fe 鉛丹，石黄 黄色の下側
SG204 正面，衣，ひだ 赤 Hg 水銀朱
帝釈天
SG205 衣，左肩 緑 Cu, As 花緑青
SG206 衣，左膝 黄色 As 石黄
SG207 袂，右 白緑 Cu，As，（Ca） 花緑青
SG208 正面，衣，ひだ 白緑 Cu，As 花緑青
青面 
金剛童子 SG209 衣，虎皮部分 黄色 Pb，As 鉛丹，石黄
弁財天
SG210 台座 濃い緑 Cu，As 花緑青
SG211 台座 薄い緑 Cu，As 花緑青
御山開山 
弘法大師 SG212 衣 橙 Pb 鉛丹 cf.）SG225
七瀧大聖 
不動明王 SG213 右腕 茶色―深緑 As，（Cu），（Fe） 石黄，花緑青 cf.）SG226
護身佛 
（文殊） SG214 獅子 青 （Ca） cf.）SG227
愛染明王 SG215 衣，足 緑 As，（Fe，Cu） 石黄，花緑青 cf.）SG228
波分 
不動明王
SG216 胴部 薄赤 Hg，Ca 水銀朱，胡粉
SG217 胴部 赤 Hg 水銀朱
SG218 胴部 白 Ca，（Fe） 胡粉
SG219 刀の刃 黒 Sn スズ 箔あるいは泥
御秘密八大 
金剛童子
SG220 衣 薄赤 Hg，Pb，Fe，Ca 水銀朱，鉛丹， 胡粉 cf.）SG231











































調査対象 調査番号 分析部位 色 XRF 主要 検出元素 * 推定色材 備考
羅 羅
HR001 背面，衣 赤 Hg 水銀朱
HR002 背面，衣 緑（薄） Ca，Cu，As 胡粉，花緑青
HR003 背面，衣 茶 Ca，Fe 胡粉，ベンガラ
HR004 背面，衣 紫 Ca cf.）HR037
HR005 左袖 緑（濃） Cu，As 花緑青
HR006 左袖 緑（濃） Cu，As 花緑青
HR007 正面，肉身部 白 Ca 胡粉
HR008 正面，衣 緑 Cu，As，Ca 花緑青
HR009 正面，衣 緑 Cu，As，Ca 花緑青
HR010 札 青 Fe
HR011 衣，右肩 黄色 Ca
HR012 右肩，青の花弁 青 Ca
HR013 持物，巻物 緑 Cu，As 花緑青 cf.）HR039
優波離
HR014 衣 赤 Hg 水銀朱
HR015 衣，肩 白 Ca 胡粉
HR016 花びら文様 黄色 Ca, As 石黄
HR017 衣 銀色（線） Sn スズ
HR018 衣 緑 Cu，As 花緑青
HR019 頭部，肌 肌色 Ca，Hg，As 胡粉，水銀朱， 石黄
阿那律
HR020 衣 橙 As，Fe，Ca 石黄，ベンガラ，胡粉
HR021 衣 赤 Hg 水銀朱
HR022 衣 緑 Cu，As 花緑青
HR023 衣 黒 （Ca） 墨
迦旃延
HR024 背面，衣 赤 Hg 水銀朱
HR025 背面，衣 黒 Ca 墨
HR026 右袖 薄緑 Ca
大迦葉
HR027 衣，裾 緑 Cu，As 花緑青
HR028 衣 赤 Hg 水銀朱
HR029 衣，右腰 緑 Cu，As，（Ca） 花緑青
HR030 肉身部 金色 Cu，Zn，Fe 真鍮
HR031 衣，裾 青 Ca，（Fe）
須菩提
HR032 衣，右袖 薄黄色 Ca，As 胡粉，石黄
HR033 衣，左肩 青 Ca，Cu，（As） 花緑青を含む


















第七番 衣 RS042 胡粉 青 Si 藍（体質顔料にシリカの可能性）
第七番 衣 RS043 胡粉 茶 Fe ベンガラと黒色顔料の混合







第十四番 衣，左肩 RS045 胡粉 半透明 赤紫色 Ca，S 有機物の可能性





第十六番 衣，文様 RS047 ― 青 Si
塩田行屋
地蔵菩薩 衣，左上腕 SG012 砥粉 赤 Hg，S 水銀朱
地蔵菩薩 足元 SG013 胡粉 青 Na，Al，Si，K 合成ウルトラマリンブルー
青面金剛
童子　 肉身部 SG222 砥粉 緑 Cu，As 花緑青
青面金剛




弘法大師 手，肉身部 SG224 砥粉 赤 Fe，Al，Si 代赭など酸化鉄を含む土性顔料
























愛染明王 肉身部 SG229 ― 赤









































羅 羅 衣，裾 HR037 胡粉 紫 合成の紫色色材の可能性
羅 羅 衣 HR038 ― 金色 胡粉地にニカワで金箔貼



















迦旃延 衣，紋 HR042 胡粉 金色 Au 金箔





迦旃延 衣，紋 HR044 ― 黒 光表面沢ナシ










































































































































































　合成ウルトラマリンブルーは 1828 年に量産化，花緑青は，1814 年に合成されている。本像にそ











































































岡田 靖，宮本晶朗，石井紀子　「Ⅰ．制作者に着目した文化遺産の研究」『平成 22 年度～平成 26 年度　複合的保存修
復活動による地域文化遺産の保存と地域文化力の向上システムの研究」研究成果報告書』東北芸術工科大
学文化財保存修復研究センター，2015。
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第八番 弗多羅尊者像 第七番 迦哩尊者像第六番 跋陀羅尊者像第五番 諾矩羅尊者像
第四番 蘇頻陀尊者像 第三番 諾迦跋釐駄尊者像第二番 迦諾迦伐蹉尊者像
第十五番 阿氏多尊者像第十四番 伐那婆斯尊者像第十三番 因掲陀尊者像
























































図 23　金箔貼（HR042）クロスセクションの光学顕微鏡写真 図 24　薄黄色地に赤色で文様を描く（須菩提像）
右上は，彩色片（HR047）クロスセクションの
光学顕微鏡写真　　
図 25　金色の肉身部（大迦葉像）
左下は，彩色片（HR045）の光学顕微鏡写真，
黄色く見えるのが，金色の粉末
